
平成２９年８月２３日（水） 第１４１５号

宮古商工会議所が三陸沿岸道路
（宮古田老道路）、宮古盛岡横断道路
（宮古箱石道路）を視察しました。

８月２２日(火)に、宮古商工会議所のメンバー１２名が、復興道路・復興支援道路の整

備による地域の観光産業振興に関する視察として、三陸沿岸道路（宮古田老道路）、宮

古盛岡横断道路（宮古箱石道路）の工事進捗状況について見学しました。

沿岸と内陸を結ぶ国道１０６号は、現在、宮古～盛岡間で約２時間ほどかかっており

ますが、宮古盛岡横断道路が開通することで１時間３０分に短縮されると見込まれてお

ります。

商工会議所のメンバーはこの工事現場のなかの橋梁工事、トンネルの掘削現場などを

見学しました。

腹帯第1トンネル掘削現場

粉塵たちこめるトンネルの入口

商工会議所からコメント

・昨年の台風１０号の影響
が工事に関係ないか心配で
したが、各トンネルも橋も
予定通りに進んでいるよう
でしたので一安心しました。

閉伊川橋上部工の施工現場

最後に記念撮影をパチリ☆ 間近で見る迫力に圧倒されます


